




4．環境教育・環境啓発活動3．環境活動の取り組み

環境教育活動

工場で働く全社員対象にＷｅｂを活用した環境教育を実施しています。

保全関係者を対象に工場排水の異常を想定した緊急訓練を実施しています。

廃水処理関係設備を対象に設備総点検を実施し、スキル継承を推進しています。

廃水処理設備総点検

環境分析器の整備充実

工場排水・地下水等の安全性を確保するために、各種の環境分析器機（VOC*3 、重金

属類分析機）を設置し常時分析・監視を実施しています。

２００９年度は紫外可視分光光度計を更新・導入しました。

工場排水浄化の取り組み及び状況
製造工程で発生した廃水は、廃水処理後、ビオトープ(最終放流生物監視池）を経由して放

流しています｡社内分析を行い、水質に問題がないことを確認し、法定基準を遵守しています。

*4 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝが土壌中で自然に分解され生成される化学物質。

大気汚染防止の取り組み及び状況
暖房・加湿用の蒸気用ボイラーは、運転の２４時間監視と、適正整備を行っており、年2回の

排ガス測定結果は法定基準を遵守しています。また、ＶＯＣについても削減分科会活動により
大気への排出を抑制しています。

騒音振動防止の取り組みと状況
敷地境界で、騒音、振動の測定を実施しています。200９年度も法定基準以下でした。

土壌・地下水問題への取り組みと状況

小山工場では、敷地内の土壌・地下水汚染が確認されています。２００７年度に実施した
敷地全域調査結果に基づき、２００９年度は敷地内のＶＯＣ高濃度箇所の浄化工事、中１１
番館解体後の重金属含有土壌の掘削除去対策を実施しました。今後も揚水処理による浄化
対策・監視を継続的に実施します。
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以下の表は、２００９年度のボイラー排ガスの代表的測定項目の最大値を記載しています。
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以下の表は、２００９年度の工場排水の代表的測定項目の最大値を記載しています。

ＣＯＤＢＯＤ物質名

・敷地外への汚染流出防止揚水処理の継続実施
（敷地境界に８５本の揚水井戸。６箇所に地下水浄化設備）

・東６番館跡地、西１１番館南、西４番館南のＶＯＣ汚染土壌の浄化を実施
・中１１番館建屋下の重金属汚染対策の実施

浄化状況（２００９年度実績）

３．６７９４．７１１測定値（ｍｇ/L）

０．０４０．０３環境基準値（ｍｇ/L）

以下の表は、２００９年度に法規制を超える測定値が確認された物質の最新で最大の測定値を記載しています。
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地域社会貢献活動

小山工場は、地域との共栄をめざし、社会貢献活動を展開しています。その一環として、

環境月間に合わせて実施している工場周辺の一斉清掃活動、毎月初めの朝には「おはよ

うクリーンアップ」と称した周辺道路の清掃活動等、地域に密着した社会貢献活動を行って

います。また、毎秋、地域の方々をお招きして開催する富士通ふれあいフェスタでは、環境

コーナーを設け、社員食堂から発生する生ゴミから作った有機肥料を配布、省エネ発電実

験展示等を行い、地域との交流を行っています。

ふれあいフェスタ
食堂生ゴミ

有機肥料無料配布

廃棄物の排出削減

廃棄物の排出量を２０１２年度末迄に２１１トン以下に抑制します。

２００２年度に全ての廃棄物を有効に利用するゼロエミッション*1を達成しました。

工場内の社員食堂から発生する生ゴミを、肥料化により１００％有効活用しています。

２００９年度は、年間 １１トンの肥料を地域の方々や社員に提供しています。

２００９年度は、プリント基板端材の有価化等のリサイクルの取り組みを行いました。

２０１０年度は、事業拡大等により 年間３５トン増の見込みですが、７トンを削減し、

２８トン増に抑制する取り組みを行っています。

小山市より環境優良
事業所として三つ桜の
認定をいただきました

環境月間・周辺地域清掃活動
（1,177 名参加）

クリスマスイルミネーション
ボランティア活動

毎月初めの周辺道路清掃
おはようクリーンアップ
（2007年7月～継続）

エネルギー消費CO2の排出抑制

総エネルギー使用量を２０１２年度末迄に１６，６００t-CO2以下に抑制します。

２００９年度は、 老朽化した大型ボイラ－２台を廃止し、高効率小型ボイラー５台を

導入しました。また、ＣＯ２削減分科会活動による外灯の削減 、夜間のベース電力削

減や省エネパトロールを継続実施し、年間６９８ｔ-CO２の排出量を削減しました。

２０１０年度は、事業拡大等により年間１８００ｔ-CO２増の見込みですが、６００ｔ-ＣＯ２

を削減して年間１２００ｔ-ＣＯ２増に抑制する取り組みを行っています。主な取り組み

は、 ①老朽化した北１番館ターボ冷凍機の高効率冷凍機への更新、 ②ＣＯ２削減

分科会活動に新たな目標として、全部門が前年度比２％の排出量削減を設けて推

進することなどです。
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*1 廃棄物を有効に活用し、単純焼却・埋立処分廃棄物の排出をゼロとすること。

環境啓発活動

毎年６月の環境月間に化学物質影響等の環境ビデオ上映会を実施しています。

5．安心・安全な工場への取り組み（環境基準値の遵守状況）

*3 揮発性有機化合物。常温常圧で大気中に容易に揮発する有機化学物質の総称 。
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年度

年度
グリーンカーテンによる
工場緑化 ＣＯ２削減

ＰＴ基板端材より銅を回収し
有価物化*2

生物多様性保全活動の推進

従業員家族見学会時に従業員の家族を招待し、生物多様性保全のビデオ上映等

を行い、子供たちへの環境教育を実施しています。

ビオトープに絶滅危惧種の菱アオイとミソハギを植え、生物多様性保全に取り組ん

でいます。

*2

*2 廃棄物をリサイクルできる様分別し、資源として有価売却すること。



写真または図

小山工場 環境報告書
Oyama Plant Sustainability Report

富士通株式会社

2010

小山工場 環境管理部
〒323-8511 栃木県小山市城東3-28-1
TEL：(0285)30-2618 FAX：(0285)23-8402

お問い合せ先

1．ごあいさつ

6．富士通グループ環境行動計画

2．事業所の紹介

発行責任者 小宅 俊行
編集責任者 宮川 芳則
発行年月日 2010年9月1日
記載事項対象期間 2009年7月～2010年6月

7．環境マネジメントシステム

富士通グループ中長期環境行動計画である第５期環境行動計画が２００９年度

で完了し、２０１０年度より第６期環境行動計画が開始されました。

小山工場では、地球温暖化対策、廃棄物削減、化学物質削減、社会貢献、生物

多様性保全等に取り組んでいきます。２０１０年度は、小山工場内の全部門で、昨

年度のＣＯ２排出量の２％を削減する活動を展開し、地球温暖化対策を推進いた

します。富士通小山工場は、地域社会に貢献できる事業所として、今後とも環境

関連の取り組みを続けて行きます。

印刷：2010年 9月‐01

環境にやさしい企業活動

富士通グループでは、国際規格（ISO14001）に基づく環境

マネジメントシステムを構築し、段階的かつ継続的に環境改

善活動を行っています。小山工場においても、右図の活動組

織を構築し、環境マネジメントシステムを、環境負荷低減の一

つのツールとして有効に活用し、地域と調和した環境活動を

行っています。

環境マネジメントシステムへの取り組みと主な活動内容

1. ISO14001認証取得（1997年11月）

2. ISO14001統合認証取得（2004年3月）

3. 部門活動の推進（21部門）

4. 分科会による活動の推進（3分科会）

環境管理統括責任者

内部環境監査チーム

環境推進委員会

廃棄物減量化分科会
ＣＯ２排出量削減分科会
ＶＯＣ排出量削減分科会

【21部門】
部門責任者

環境管理推進員

活動部門

目標達成
推進分科会

環境管理責任者

環境管理推進事務局

小山工場内 主要関連会社

富士通テレコム

ネットワークス㈱

富士通オプティカル

コンポーネンツ㈱

富士通ネットワーク

ソリュ-ションズ㈱他

ＤＨＬｻﾌﾟﾗｲﾁｪ-ﾝ㈱

小山事業所

富士通株式会社
小山工場
工場長 小宅 俊行

名称 ： 富士通株式会社小山工場

所在地 ： 栃木県小山市城東3-28-1

開設 ： 1959年11月

従業員数 ： 約1,900名（グループ会社含）

敷地面積 ： 149,300㎡

小山工場 環境管理組織

＊写真はビオトープのハスの葉の上で遊ぶカルガモ親子

第６期富士通グループ環境行動計画

富士通グループは、環境方針を実践していくための具体的目標として1993年より環境行動計画を実施しています。

2010年度から2012年度における新たな環境行動計画として「第6期富士通グループ環境行動計画」を策定しました。

小山工場においても、基本方針に基づき「環境にやさしい企業活動」を基本理念として、社会の一員として地域

や社会との対話に心がけ、環境保全を積極的に推進します。


